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第 51 回桐生八木節まつりの初日にあたる８月１日(金)、ま

つり協賛イベント「子どもみこしまつり」が実施されました。 

このイベントは、子供達が桐生への郷土愛を育むことを目

的として平成２年より実施し、今回で２５回目の開催となり

ます。 

今回も、中心イベントである「子どもみこしパレード」

を実施したほか、恒例となっている「フェイスペイント」

や、昨年特別イベントとして実施した「フェイスペイント

コンテスト」、「チャレンジランキング」なども実施しまし

た。 

 その他にも、子どもみこしまつりに参加した子供達が、

さらに桐生八木節まつりを楽しめるように、参加者限定の

スタンプラリーを実施するなど、多数のイベントを開催し

お祭りを盛り上げました。 

【今後実施する予定の講義は以下のとおり】 

撚糸について／伝統織物と組織について／染色の基本・染色実習①／天然繊維素材／堅牢度試験・実習／

ジャパンクリエーション展示会視察／染色実習②／染色の応用／複合繊維について／加工技術／織機・機仕

掛けについて／先進繊維の研究開発／桐生地域内工場視察／品質管理／マーケティング①②③ 

なお、イベント終了後、９月４日(木)には、子どもみこしまつり委員会反省会を開催し、次年度へ向け

た反省事項を協議しました。【以下、当日イベントの詳細】 
 

【イベント①】「子どもみこしパレード」（１５：１５～１６：３０） 

・新川公園を発着地点とし本町通りの各地点を折り返すコースにて実施しました。 

・市内保育園・幼稚園の１６団体、１６チーム（子供 741 名・大人 676 名）が参加し、チーム毎に子供達が神輿を担いで

各コースを練り歩く、子どもみこしまつりパレードを実施しました。 
 

【イベント②】「フェイスペイント」（１３：３０～１５：００） 
・桐生大学短期大学部アートデザイン学科の学生に協力頂き、まつり参加者の顔にペイントをして、お祭り気分を盛り上げま

した。（ペイント参加者：約１，０００名） 
 

【イベント③】フェイスペイントコンテスト（１４：００～１５：００） 
・フェイスペイントの出来栄えやアピール等を審査するコンテストを行いました。（参加 11 組） 
 

【イベント④】チャレンジランキング（１３：４０～１５：００） 
・大声で叫び、その数値を競うなど各種かんたん競技を行い、優秀者を表彰しました。（参加者：約３００名） 
 

【イベント⑤】和太鼓演舞（１５：１０～１６：１０） 

・子どもみこしパレードの出発前後に、桐生西高校和太鼓部による演舞を行いました。 
 

【イベント⑥】キッズ・フェスティバル（１６：３０～１７：３０） 

・パレード最終地点である新川公園において、参加した子供達への駄菓子やジュースの配布を行いました。 

また、各イベントの表彰式を行いました。 

９月９日(火)に「桐生繊維大学」の開校式を行いました。 

  同大学は、「繊維産地・桐生」の活性化に向けて、生産

から販売にわたる繊維産業の幅広い知識を習得および産

地の次代を担う人材を育成することを目的に平成７年よ

りスタートし、修了者は既に３９２名を数えます。２０期

目となる今年度は２０名が参加し（以下のとおり）、来年

２月までの約半年間、講義を受講します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎主な行事記録 

【平成２６年度 10，11 月号】 

８月 
   

９月 
  

１日 金 
第 51 回桐生八木節まつり 

「子どもみこしまつり」 
４日 木 三越伊勢丹 視察来所 

６日 水 インキュベーションオフィス審査会    子どもみこしまつり委員会 反省会 

８日 金 桐生市工房推進協議会総会 職員出席 ９日 火 三越伊勢丹 視察来所 

１７日 日 エレベータ改修工事 開始（8/29 まで）    ＦＴ桐生推進協議会運営委員会 役員出席 

２１日 木 三越伊勢丹 視察来所    桐生繊維大学 開校式 

２８日 木 三越伊勢丹 視察来所    
桐生繊維大学「最近の繊維産業の動向」 

講師：繊工試 清水浩二氏 

   ＴＰＳ委員会（和洋合同） １０日 水 ＴＰＳコンセプト発表会 

   
１６日 火 桐生繊維大学「産地の構成と特色」講師：業界関係者 

   
１８日 木 

桐生繊維大学「製織について」 

講師：繊工試 篠原正人氏 

   
２５日 木 食品衛生責任者再講習会 職員受講 

   
２６日 金 

桐生歴史文化資料展示会オープニングセレモニー 

役員出席 

   
３０日 火 

桐生繊維大学「産業用繊維素材」 

講師：群馬工専 小島昭氏 

８月２８日（木）に「ＴＰＳ委員会（和洋合同）」を開催し、７月に開催した「ＴＰＳ準備会」での協議内

容を踏まえた協議および意見交換を行いました。なお、総合プロデューサーに福田敏雄氏、ＴＰＳ委員長に

三田章浩氏、和装・洋装部門の実行委員長に後藤充宏氏と下嶋輝樹氏がそれぞれ就任すると報告されました。 

次に、９月１０日（水）に「ＴＰＳコンセプト発表会」を開催し、総合プロデューサーのエフプラスカン

パニー代表・福田敏雄氏より今年度のコンセプトテーマ「Point Line & Surface（ポイント ライン アンド 

サーフェイス）」について、以下（※）のとおり解説が行われました。 

 

なお、今後はプロデューサー及びアドバイザー（※）

による個別ミーティングを行う予定です。※アドバイ

ザー＝①古田成史氏（海外販路開拓担当）、②藤井正也

氏（国内販路開拓担当）、③樋渡徹氏（製品開発デザイ

ン担当）、④荘原陽子氏（ディスプレイ担当）。 

また、ＴＰＳ東京展は、平成２６年３月１１日(水)、 

１２日(木)東京青山テピアホールにて開催予定です。 

（※）Point(点)Line(線)and Surface(面)とは、あらゆ

る分野の基本的な考え方を示すキーワードである。点

は存在するが形のない図形である。しかし、図や文字

をかく際の方向を決定するものである。つまり、点は

すべての出発点と考えられ、出発した点は線となり「流

れ」を表現し、繋がった線は面を形成して「広がり」

をもたらす。点、線、面から形成されたものに色や特

色を重ねることで桐生産地を表現していきたい。 
 

 


